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論文内容の要旨

Qを R 2 におけるある非有界領域とし、その境界は原点を含み、原点を除いて滑らかで、原点が Q に対して円錐型

の角になっているとする。 r を Q の境界とする o 我々は次の Dirichlet 問題を考える。

{Au=f in Q, (D) 
u=O on r-{(O, O)}. 

ここで f は与えられた関数とする。

我々は (D) を極座標で考え、 α を任意の正の数とし、 Q を適当な座標変換によって R... x (0 ， α) に移す。更に

変数変換[=ぷによって R+x (0 ， α) を R x (0 ， α) に移す。この時我々は次の Dirichlet 問題 (D) を考える

ことになる。

{~ω = g in lR X (0， α) ， 
ω= 0 on lR X {O ， α} . 

(D) 

ここで L はlR x [0 ， α] における二階の強楕円型作用素である。

この論文の主要結果は問題 (D) に対する parametrix の構成である o Section 2 においてある表象のクラスとそ

のクラスに対するある作用素のクラスが導入され、その作用素のクラスの caluculus が標準的な擬微分作用素の

caluculus と同様であることが示される。即ちその作用素のクラスが代数を作っていて、 j斬近展開に関する

H凸rmander の定理と類似のことが成立すること等が証明される o Section 3 において parametrix が構成される。初

めにある関数が導入されそれらが Section 2 の表象のクラスに含まれることが示される。次にその関数を表象に持つ

作用素が parametrix の主要部であることが示される。そしてその主要部をもとにして Section 2 の作用素の

calculus、特に代数と漸近展開に関する定理を用いて parametrix が構成される。

Parametrix の構成には本質的にLの強楕円性のみが用いられているので我々の手法は Laplacian のかわりに強楕

円性を持った一般の作用素に対しても適用可能である o
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論文審査の結果の要旨

本研究は角のある 2 次元領域でのラプラシアンのディリクレ境界値問題を研究し、これのパラメトリックスを構成

したものである。このパラメトリックスは擬微分作用素のみでは表現され得ない。関数の対を表象に持つような作用

素の適当なクラスを定義し、このクラスが、積および双対をとる操作に関して閉じていること、このクラスのなかで

は与えられた漸近展開をもっ作用素が存在することを利用し、擬微分作用素論で用いられるパラメトリックスの構成

方法を応用してノマラメトリックスを求めた。このクラスの導入は本論文が始めてであり、これまで知られていなかっ

たものである。よって本論文は博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める。
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